
市民の部 1 

【応募用紙】 

1.応募者概要 

氏 名または 

団体名 

（ふりがな：   あさひきたちくれんごうじちかい なかぼりがわいこいのばづくり 

                                                                   ） 

 旭北地区連合自治会 中堀川いこいの場づくり 

代表者の 

役職・氏名 

（団体の場合） 

（ふりがな： しぶや はちろう ） 
会員数 

（団体の場合） 

（令和２年４月現在） 

連合会員総数         4,881名 

中堀川いこいの場づくり構成員  12 名     

（役職）     （氏名） 

旭北地区連合自治会会長    渋谷 八郎 

ホームペー

ジ 

アドレス 

 活動開始年月  昭和 ・ 平成  ３０年   ４月  

活動地域 

（複数選択可） 

 １ 横浜市 （ 旭  ） 区          ２ 横浜市全域 

３ その他（                                    ） 

活動分野 

（複数選択可） 

１ 川・海・水 ２ 緑・樹林 ３ 農業 

４ ３Ｒ ５ 環境教育・学習 ６ 生物多様性 

７ 地球温暖化対策 ８ その他（                            ） 

活動の目的

やねらい 

地域の皆様の協力を得て、中堀川プロムナードの清掃・植栽や児童の絵画展示をするなどの美化を行

い地域のいこいの場とするとともに、ホタルの復活をめざします。 

過去に受けた

表彰および受

賞年度 

（例）横浜□□賞（平成○年度） 

 

２ 最近３年間の主な活動 

 
活動・取組・イベント等の名称 

発行した印刷物等の名称 

参加人数、

発行部数等 
詳 細 内 容 

平

成

30

年

度 

〇中堀川いこいの場づくり 

〇プロムナード花苗植栽 

 

〇プロムナードギャラリー 

白根小、上白根小児童制作

絵画展示 

13 名 

 10 名 

 15 名 

86 枚 

70 枚 

28 枚 

・団体の活動予定および活動参加者の募集 

・中堀川流域企業より花苗提供（5/20）により植栽 

・団体購入の花苗植栽（12/16、25） 

・中堀川沿いクリエイトおよび県公社付近フェンス（12/16） 

・上白根コミュニティハウス流域付近フェンス（1/14） 

・中堀川最上流部付近フェンス（3/14） 

令

和

元

年

度 

〇中堀川いこいの場づくり 

 

 

〇プロムナード植栽活動 

 

 

 

 

〇プロムナードギャラリー 

延べ 

125 名 

500 枚 

  6 名 

15 名 

 

  7 名 

 12 名 

80 枚 

・活動目的、活動内容の周知（定例会月 2回、第 1火曜日、第

2・3日曜日の奇数月、偶数月交互開催） 

・「中堀川いこいの場づくり」だより発行（9月）、地区回覧 

・苗木、花苗をクリエイト裏および最上流部付近に植栽 

・大原南自治会子ども会（親子で参加）による花壇の草刈り、植

栽を行う（5月、7月、9月） 

・上流部およびクリエイト裏に花苗植栽（12 月） 

・上流部およびクリエイト裏に花苗植栽（3月） 

・白根小学校児童の絵画展示（自由課題）（10 月） 

提出いただいた応募書類（規約・会則等、役員

名簿、収支書類を除く）は、活動内容紹介のた

め、ホームページ上に公開します。 
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〇ホタル生息を目指す取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇その他活動 

90 枚 

19 名 

 

5 名 

 

 

4 名 

 

3 名 

 

 8 名 

 

6 名 

14 名 

 

・上白根小学校児童の絵画展示（中堀川ホタル復活）（3月） 

・他の地域活動団体「横浜ほたるの会」と協議し、開催した講習

会で指導を受けた。（10月） 

・ゲンジボタルの幼虫を入手（100 頭） 

・幼虫の育成等についての講座を開催（11/16） 

・ホタル飼育水槽水替え講習会を開催（1月） 

・愛川町「松葉沢ホタル保存会」訪問（幼虫、カワニナ飼育現場

見学） 

・幼虫の放流に向けて環境整備の一環として水際付近の土手に砂

利のすき込み（2月） 

・(ホタルの餌)カワニナ採取、ホタル放流予定地に放流（3月） 

・愛川町よりホタルの幼虫 50 頭提供 

・松葉沢ホタル保存会の幼虫放流見学 

・ホタルの幼虫を 120 頭放流（3/16） 

・地区の保健活動推進委員より健康プレートの設置について相談

があり、旭区福祉保健課と相談の上、健康パネルを 2か所 9パネ

ル設置 

令

和

２

年

度 

〇中堀川いこいの場づくり 

 

 

 

〇ホタル生息を目指す取組 

 

 

 

 

〇プロムナードギャラリー 

〇プロムナードＰＲ活動 

 

 

〇プロムナード流域清掃活

動 

 

 

〇児童課外活動の花育 

 6  名 

 

 

 

延 30 名 

延 10 名 

11 名 

累計 20 名 

 

 

 

 

・クリエイト裏フェンス際花壇草刈（7/19） 

・連合自治会定例理事会で「いこいの場活動メンバー募集ポスター」回

覧依頼 

・メンバー募集ポスター１０枚プロムナードフェンスに掲示（10/6） 

・ホタル観察会（6/2 初見４頭確認）5/27～6/22(6/20 終見 1頭) 

・ホタルの幼虫の飼育小屋を作り管理しやすい環境作り（10 月） 

・ホタル飼育講習会開催 (10/31) 

・カワニナ、ホタル幼虫飼育継続 

・ホタル幼虫飼育状況見学会開催案内(第１日曜日１０時,計 4回開催) 

・今年度は地域の中高生にも参加を呼び掛ける。 

・ポスターの掲示、広報誌の発行（季刊発行を目指す） 

 ＨＰ，ブログ等の開設検討、実施 

・「中堀川いこいの場づくり」便り２号発刊予定 

・定例活動日(毎月第一火曜、偶数月第 2日曜、奇数月第 3日曜)のゴミ

拾い実施 

・上白根町内会と連携を図り、年 2回の歩道街渠の花植、緑化、清掃

（月 1回） 

・花育を通して中堀川プロムナード沿いへの移植等花育の具現化を目指

す 

※ 現在活動休止中の場合でも、今後継続して取り組む見込みがある場合は応募の対象とします。 

※ 新型コロナウィルス感染症の影響により、現在活動休止中の場合には、「詳細内容」の部分にその旨を御記入

ください。※ 現在活動休止中の場合でも、今後継続して取り組む見込みがある場合は応募の対象とします。 

※ 新型コロナウィルス感染症の影響により、現在活動休止中の場合には、「詳細内容」の部分にその旨を御記入

ください。  
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３ 地域との関わり 

 

４ 団体の発足経緯／活動を始めたきっかけ、動機 

※立ち上げた主体、どのようにして活動に携わる人が増えてきたのか等も合わせ、具体的に記入してください。 

※個人の方は、活動を始めたきっかけについて記入してください。 

 

 旭北地区連合は、鶴ヶ峰から里山ガーデンへの通り道である、中堀川プロムナードと白根通りの美化をめざ

し、平成 29 年度からタウンミーティングや地域福祉保健計画の部会で、話し合いを行ってきました。美化をす

ることで、中堀川プロムナードを魅力あるいこいの場とすることになりました。 

 平成 29 年、旭区の「新あさひみらい塾」事業を活用して専門家（まちづくりコーディネーター、造園設計コ

ンサルタント）の派遣を受け、中堀川の美化やホタルの復活について 7 回にわたって話し合いや学習を行って

きました。その話し合いの結果を「中堀川いこいの場づくり」として実施計画を立て、平成 30 年から実施する

こととなりました。 

中堀川プロムナードには、近くの人が日々散策を行い、子どもたちも遊びに訪れる場所でしたので、水辺 

愛護会や流域の自治会町内会や小学校などと連携していくことで、関わる人々を増やしてきました。 

 活動・取組等の名称 詳 細 内 容 

自治会・

町内会と

の関わり 

活動全般 

 

旭北地区連合及び連合未加入の上白根町内会に、活動予定や活動報告

を情報提供することにより、活動全般に参加してもらっている。 

学校との

関わり 

プロムナードギャラリー 

 

 

 

上白根小学校と白根小学校の協力を得て、児童の描いた絵（中堀川プロ

ムナードに関わる）をプロムナードの上流と下流のフェンスに飾ることで、保

護者等関係者がプロムナードを訪れる機会とし、プロムナードに地域の関

心を集めています。 

他の市民

団体との

関わり 

清掃活動 

 

中堀川プロムナード水辺愛護会、中白根せせらぎ愛護会と連携して、清掃

活動を実施している。 

 

企業等と

の関わり 

プロムナード植栽活動 

 

 

中堀川プロムナード脇のドラッグストア「クリエイト」から花苗の関する資金提

供を受け、植栽活動の一部をまかなっている、 

 

行政との

関わり 

 

 

補助金 

 

 

ホタル生息を目指す取

組 

（活動内容が行政の補助事業である場合は、補助金交付の部署名と補助

金の名称を記載してください） 

旭区きらっとあさひ地域支援補助金（旭区区政推進課） 

「中堀川いこいの場づくり」で、平成 30 年度から 3 年間補助金交付 

 

旭区区づくり推進費の「水・緑・花を暮らしに取り入れた旭区魅力アップ事

業」の中の「ホタルの舞う里づくり」で、専門家の派遣を受けています。 

（旭区区政推進課） 

その他、

環境以外

の分野と

の関わり 

健康プレートの設置 

 

 

地区の保健活動推進委員より「健康プレート」の設置について相談があり、

旭区福祉保健課と相談の上、健康パネルを 2 か所 9 パネル設置に協力し

ました。 

健康プレート・・・区民に健康づくりに取り組んでもらうことを目的に、旭区内の公
園を中心にウォーキングや健康増進に関するアドバイスを表示した健康プレートを
設置しています。 
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５ 今までの活動 

活動の目標・ねらいに対する成果 

＜プロムナード植栽＞ 企業の協力を得て購入した花苗を、子どもたちや地域の人たちと植栽し、美しい

いこいの場とすることができました。 

＜清掃活動＞ 水辺愛護会や近隣自治会にも呼び掛けて、清掃活動を行っています。地道な声掛けをする

ことで、参加していただく方を増やしています。  

＜プロムナードギャラリー＞ 旭北地区の上白根小学校・白根小学校の児童が描いた絵を、それぞれ上流

部・下流部に飾り、ギャラリーとしました。子どもたちの中堀川プロムナードへの関心が高まるとともに、

保護者など子どもたちを取り巻く人々にも、関心を高めることができました。 

 

生物多様性に関する取組 （生物多様性特別賞の選考の参考とします） 

＜ホタル生息を目指す取組＞ 令和元年 10 月、ゲンジボタルの幼虫 100 頭を専門家から譲り受け、幼虫

の飼育を始めました。令和 2 年 3 月、他地区から譲り受けたゲンジボタル 50 頭を含む 120 頭を放流しま

した。同年 6月４頭のゲンジボタルの飛翔を確認できました。飼育 1年目から飛翔を確認できたのは、努

力の賜物でした。同年 10 月、ゲンジボタルの幼虫 300 頭を専門家から譲り受け、今年整備した飼育棚で

飼育中です。 

 

暗渠となった中堀川の流れの上に中堀川プロムナードが整備され、プロムナード沿いにせせらぎが復活

し、その中に多くのカワニナ生育が見られます。地元の方々が幼い頃中堀川に多くのホタルの飛翔が見ら

れたとの話と共に人の手によるせせらぎの流れの中にも従来の生体系の一部が復活し、多様性の回復が大

いに見込まれ、上位生体系たるホタルの生育もせせらぎ流域の環境整備（上陸地点への砂利敷設・照明遮

断のための植樹）を更に進める事により復活可能との思いより活動を開始するに至る。 

 

６ 今後の活動方針  

※次年度以降の目標や、活動継続のためにどう引き継いでいくのかも含めて具体的に記入してください。 

※現在活動休止中の場合でも、今後の活動の見込みや方針について御記入ください。 

 ＜次年度以降の目標＞ 

・中堀川プロムナードの美化  

地域や地元企業の協力を得て、植栽や清掃活動を行います。 

 地元の子どもたちと植栽を実施することで、「花育」も行います。 

・プロムナードギャラリー   

地元小学校及び中学校・高校の協力を得て、児童生徒の絵画を飾ります。 

 児童生徒及びその関係者のプロムナードへの招致を図ることで、環境保全の取組みを広報啓発します。 

・ホタル生息を目指す取組 

 ホタル専門家の指導を受けながら、幼虫の飼育に取り組み、放流を行います。 

 環境指標ともなるホタル生息を目指すことで、環境活動を推進します。 

＜活動継続への引継ぎについて＞ 

 ・担い手の確保 

  活動の様子を伝える広報紙やチラシを作成することで、新しい担い手を発掘します。 

  楽しく活動することで、口コミで担い手を募ります。 

 ・キーパーソンの確保 

  活動の主体となる、キーパーソンについては、会員に十分な情報提供を行ないながら、確保します。 
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７ 審査にあたり、最も注目してもらいたい取組、ＰＲポイント 

※新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、第 28 回は、審査会場でのプレゼンテーション（自己アピール）を実施

しません。審査の参考とするため、最も注目してもらいたい取組・ＰＲポイントについて具体的に記入してください。 

【例】 

●最も注目してもらい・評価してもらいたい取組 

●一番成果があがっていると思う取組 

●他の団体と異なる自分たちの強み・独自性 

●取組の過程で、どのような努力・苦労があったか  など 

 

●最も注目してもらい・評価してもらいたい取組 

 旭北地区の事業として開始されましたが、平成 29 年度の「タウンミーティング」や「新あさひみらい塾」 

の話し合いから、旭北地区だけでなく流域の上白根町内会にも参加してもらったこと。 

 また、地元の 2 小学校（上白根小学校・白根小学校）の協力や２つの水辺愛護会とも連携して実施 

していること。 

 

●一番成果があがっていると思う取組 

 一番難しいと思われた、幼虫の飼育が 7 割の生存を確保し、「ホタルの飛翔」が初年度にして見られたこと。 

ホタルは区の昆虫であり、活動にはずみがつきました。 

 

●他の団体と異なる自分たちの強み・独自性 

 地域には、中堀川プロムナードや区の虫であるホタルの関心層が多く、旭北地区連合には 5000 戸近く、 

上白根町内会には 1400 戸余りが居住し、子どもたちを含め、今後の活動の主体となりうる担い手確保の 

可能性は大きいと思います。 

  

●取組の過程で、どのような努力・苦労があったか 

 ・いこいの場活動の内容周知、活動参加者の募集、活動内容等の連絡等の手段・方法に関する事項 

 ・ホタルの幼虫の飼育は初めてでしたので、「横浜ほたるの会」の指導を受け、懸命に取り組みました。 

  生き物のため餌やりや水替えなど、冬場も２日に 1 回は作業せねばならず、大変でしたが、取り組む 

うちに協力者も出てきて、楽しい取組になりました。コロナ禍のため、プロムナードギャラリーの絵画 

を描いてくれた小学校の児童たちに飼育の様子や幼虫の放流を見せることができなかったのは、残念 

でした。 
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【詳細・補足資料（写真等）】 

プロムナード植栽・・・プロムナードの上流・下流を近くに住む方が分担して、植栽しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下流部の植栽と児童の絵の競演。花と絵を楽しむこと

ができます。 

 

上流部橫浜大輪蘭華園際 上流部始点箇所植栽と絵画 

花壇 植栽終了状況 

 

清掃活動・・・上流と下流の二つの水辺愛護会と連携して実施しています。 

「中白根せせらぎ愛護会」（下流部）清掃作業に大

原南自治会の子供会の皆さんが参加してくれました。 

「中堀川プロムナード水辺愛護会」（上流部）による

プロムナード沿いの草刈り作業に協力しました。 

 

プロムナードギャラリー・・・上流には上白根小学校、下流には白根小学校の児童の絵画を、雨で濡れてもよい

よう、ラミネートフィルムコーティングして飾っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上流部、上白根コミュニティハウスのギャラリー 

上白根小学校の児童の作品です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下流部、クリエイト裏付近プロムナード景観と県公

社住宅付近フェンス､白根小学校児童の絵画掲示 
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ホタル生育をめざす取組①・・・平成 30 年からホタル生育をめざし、ホタルの生態や幼虫の飼育方法につい

て「横浜ほたるの会」の指導を受けています。ホタルのエサであるカワニナは、横浜市で瀬上沢の次に多いそう

です。令和元年に幼虫の飼育を始め、令和 2 年 3 月に放流しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ホタルの幼虫の飼育方法について、専門家の先生か

ら学びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ホタルの幼虫のエサとなるカワニナを観察しまし

た。最上流部の噴水の石にはカワニナがびっしり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ホタルの飼育を学ぶ一環として、ホタルの生態を学

びました。アメリカでは、あまり好かれていないとの

話にびっくり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 手塩にかけて育てた幼虫を、放流する前に皆さんに

お披露目しました。７０％の生存率でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼虫の取り扱い方の実習です。飼育時にごみと間違

えて流さないよう、注意が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3 月終齢幼虫まで大きくなったので、幼虫を放流し

ました。祈るような気持ちです 

終齢幼虫：ホタルの幼虫は 5～6回の脱皮をして、終

齢幼虫となり、蛹になるため上陸します。 
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ホタル生育をめざす取組②・・・令和 2 年 6 月、4 頭の飛翔を確認し一同感激しました。このホタルの雌と、

横浜市の他の雄との間に生まれた 300 頭の幼虫の提供を 10 月末受け、2 年目の幼虫飼育を開始しました。 

 

広報活動他・・・活動をお知らせするための広報紙の作成・新規メンバー募集の掲示を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 広報紙を作成し、旭北地区連合自治会及び上白根町

内会に回覧しました 

 

プロムナード内に、新規メンバー募集の掲示を行い

ました。新規メンバーも獲得しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 月 12 日のホタル観賞会、一

頭のホタルが女性の手に止まり

ました。                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月末の上流部、前回ホタルの幼

虫を放流したところにはカワニナが

生息していました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上白根コミュニティハウスの建物

北側に設置された、幼虫育成場所で

す。ホタルは寒さに強い。 

旭区福祉保健課

の健康づくりプ

レートの掲示に

も協力しまし

た。上流部です。 

下流部にも、健康プレートを設置しました。 






